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令和６年駒ヶ根市教育委員会 第１２回定例会議事日程 

 

告示年月日 令和６年１０月１７日（木曜日） 

開催年月日 令和６年１０月３１日（木曜日） 

開 催 場 所 駒ヶ根市役所 保健センター２階 大会議室 

開 会 時 刻 午後１時５９分 

閉 会 時 刻 午後２時３５分 

 

１ 開会 

２ 教育長報告 

３ 事業報告及び事業計画 

・定例教育委員会 １１月２６日（火）午後２時００分～南庁舎２階 大会議室 

４ 審議案件 

なし 

５ 協議事項 

なし 

６ 報告事項 

（１）行事共催等承認申請の専決処分について 

７ その他 

（１）令和６年度上伊那社会教育関係者懇談会について 

１１月２２日（金）伊那市 子ども課 午後０時４５分集合 

（２）令和６年度ホッケー普及イベントの開催について 

８ 閉会



- 2 - 

出席者 

教 育 長 本 多 俊 夫 

委   員 木 下 健 一 

委   員 山 田 恵 美 

委   員 小 池 文 弘 

 

 

欠席者 

教育長職務代理者 唐 澤   浩 

 

委員以外で会議に出席した者 

教育次長 赤 羽 知 道 

子ども課長 水 野   毅 

社会教育課長 木 下 岳 士 

学校教育係長 塩 澤 俊 昭 

教育総務係長 倉 田 さおり 

教育総務係 宮 澤 朋 子 

 

 

傍聴：０人（うち報道機関０人） 
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会議のてんまつ 

議事日程記載のとおり 

午後１時５９分 開会 

１ 開会 

○本多教育長 改めまして、こんにちは。（一同「こんにちは」） 

それでは、ただいまから令和６年駒ヶ根市教育委員会第１２回定例会を始めたいと思います。

よろしくお願いします。 

 

２ 教育長報告 

○本多教育長 今週末は天候が不順ではないかというような話でしたけれども、冬に近づいてい

くようで、朝晩は本当に寒さがこたえるようになってまいりました。 

私のレジュメのほうに書きました「大勢の 中に我あり 冬紅葉」、冬紅葉が冬の季語ですけれ

ども、「中に我あり」というのは、大勢の中、子どもはいろいろな信号や主張をしているけれども、

それをいかに感じ取れるかは教師の力量ではないかというようなことを読み取るのもいいのでは

ないかという思いで、そこに書かせていただきました。この句を校長会のときにも御紹介したい

と思っているところでございます。 

続きまして「先達の教え１」です。 

私も最近知ったのですけれども、モスフードサービスは外国の資本と思ったら日本の企業だそ

うです。 

そこの元社長で元会長の櫻田厚さんが「人を喜ばせたい、その一心が我が経営人生を導いてき

た」という文章の中でいろいろと若かりし頃に学んだことが書かれていました。 

１つ目の丸に書いてあるのですけれども、バイト先の先輩に「僕が「ありがとうございました」

とお客様に伝えると振り向いてくれるだろう。それは僕の波動が伝わっているからなんだ。厚さ

んは波動が弱いから振り返ってくれないんだ」と言われたそうです。それからは波動が伝わる接

客を心がけるようになったということです。 

昔はよく波動だとか言ったけれども、そういう言葉一つの中でも心を込めた波動が人に伝わら

なければ駄目なのだと、私はよく今朝も子どもと挨拶をしましたという話をするのですが、やは

り私のほうの波動が届かなければ反応は返ってこないものだということを改めて思った次第です。 

ここは定例教育委員会ですので、子ども同士でも、また周りの大人も、お互いに波動が伝わり

合わなければ、コミュニケーションも、また授業にもならないのではないかと思いました。深い

言葉だなと思います。 

また、最後の丸のゴシック体のところですけれども、掃除がきちんとできていない店には指導

をしたいところだけれども、櫻田さんは絶対に命令はせず、「この汚れをどう思いますか」だとか

「なぜ掃除ができないのでしょうか」というふうに質問をすると書いてありました。 

校則もそうですが、大人の側の都合で変えたい思いがあっても子どもたちに納得されなければ

決して改められないし、大人の気持ちは伝わらないと思います。 

大事なのは、最後の４行に書いてありますが、 

なぜやらなければいけないのか、どうすればできるのか、本質的なところを自分で理解して
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納得して貰わないと、言われたことしかやらなくなってしまうし、その後もやり続けてくれな

い。やはり人は自分で考え、自分で行動して結果を出さなければ、人生も仕事も本当には発展

していかない。 

とありました。 

これは、まさに内から育つという駒ヶ根市の概念、その姿だと思います。学校も、清掃、挨拶

等々、本質に立ち返って児童生徒が納得できるようにしなければいけない時期ではないかと思い

ます。 

最後の「ちょっと立ち止まって」のところです。 

学校の運動会を拝見したということで書かせていただきました。 

短距離走に、障がいをもつお子さんが、歩行器につかまって走る場面がございました。 

それで、その子はみんなが走る４分の３くらいのところからスタートするのですが、ちょっと

早めにその子はスタート位置にいました。用意ドンといって自分の後ろから同級生の子たちが走

り出すときにはその子も動き始めるのですが、当然、後ろからスタートした子のほうが先にゴー

ルするわけです。 

最後の直線を走るときは、地面につま先が着いたままなので本当につま先だけで走っているの

かと思うくらい必死になって蹴るのですけれども、それが少しずつ少しずつ前へ進んでいくので

す。先生も子どもたちも、応援こそすれ、途中は一切手を貸しません。誰も手を貸しません。 

それで、ゴールの２ｍくらい手前で車輪が中側に動いてしまって、もがくのだけれどもゴール

寸前のところでなかなか動けないでいました。しかし、左足の蹴りのを少し強くしたのか、何と

か自分の力でゴールした場面をしっかりと見させていただきました。 

仲間はこの子の障がいを真正面から受け止めてくれていて、私は１年生の頃から見させていた

だいていますが、この接し方は全く変わりません。今の学年になるまで仲間の接し方は変わらず、

普通に接してくれたと思っています。 

ゴールの姿を自分自身で思い描いていたと思うのですけれども、何としても、目標、つまりゴー

ルしたいという思いといいますか、意地といいますか、それが伝わってくるすばらしい場面だっ

たと思います。 

内からの促しと外からの励ましが内から育つということを言っておりますけれども、ああいう

場面を見ると、少しずつそういう芽が育っていて、ありがたいことだと思いました。その子の努

力もさることながら、やはり周りの環境、仲間――先生方や子どもたちも含めて、しっかりと見

守ったり支えたりすることが身にしみているからできることで、ありがたいことだと思いました。 

今日は全体を通して大きなものはございませんが、よろしくお願いいたします。 

 

３ 事業報告及び事業計画 

○本多教育長 それでは事業報告及び事業計画をお願いいたします。 

〔赤羽教育次長 事業報告及び事業計画資料により説明〕 

○本多教育長 付け足しですが、１０月１９日に東小学校の５０周年記念式典が行われました。

この中でメインだったのが、ピアノの寄贈です。農協にありましたピアノをどうするか、捨てよ

うかと言っていたときに、東小学校ではピアノが欲しいけれども、お金はないし、どうしようか

と言っていたら、ちょうどその話とぴたり合いまして、とんとん拍子に話が進んだようです。 
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当時で 800 万円のピアノだそうです。とても価値のあるピアノで、有名な人が来て歌ったりし

て、農協では 2,000 組の結婚式が行われておりまして、そのときに使っていた本当に新しくてい

いピアノだということを関係者が言っておりました。 

御報告までにということでございます。 

あさっては「福島県二本松市の二本松の菊人形」への参加があります。私は教育長になってか

ら友好都市でありながら１回も二本松市の教育長と懇談したことがありません。ＪＩＣＡを通じ

てでもいいので機会が持てないかと言ったら、「二本松の菊人形」の機会にどうですかと提案があ

りました。 

以上で終わります。 

特にはよろしいでしょうか。――１１月のほうは、教育委員さんたちにもたくさん出ていただ

く機会がございますので、よろしくお願いいたします。 

次回の定例教育委員会は１１月２６日の午後２時から南庁舎のほうで行いますのでよろしくお

願いします。 

 

４ 審議案件 

なし 

 

５ 協議事項 

なし 

 

６ 報告事項 

（１）行事共催等承認申請の専決処分について 

○本多教育長 冒頭でも申しましたけれども、審議、協議は特にございませんので、報告事項に

移ります。 

行事共催等承認申請の専決処分について、お願いします。 

○宮澤教育総務係 資料５ページ６ページを御覧ください。 

今回、申請は２５件で、共催は１件、後援は２４件、うち新規が２件です。 

受付番号６―104「ツインアルプスビックバンド３ｎｄコンサート」は、伊那谷地域で活動して

いるバンドが初めて駒ヶ根を会場として行うものです。若年層がジャズに触れるきっかけにつな

がるよう活動しています。 

６―106「恐竜ラボ！キング・オブ・ハンターズＤＩＮＯ―Ａ―ＬＩＶＥ」は、恐竜をテーマに

した舞台演劇を児童生徒に鑑賞してもらい、科学、生物への興味を促進したいということです。 

今回は全て承認となっております。 

以上です。 

○本多教育長 共催が１つで、６―１２４の「天竜川シンポジウム」ですが、川に興味のある方

がおられるかと思いますが、私も教育長になってから１回呼ばれたことがあります。広域の関係

で天竜川周辺の情報が得られます。 

２５件ということでございますが、全て承認ということでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 
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○本多教育長 よろしくお願いします。 

 

７ その他 

（１）令和６年度上伊那社会教育関係者懇談会について 

○本多教育長 続きましてその他のほうに入ります。 

令和６年度上伊那社会教育関係者懇談会について、お願いします。 

○木下社会教育課長 それでは資料７ページをお願いいたします。 

上伊那社会教育関係者懇談会ということで、趣旨、主催につきましては御覧いただいたとおり

であります。上伊那の社会教育委員、公民館、市町村教育委員会連絡協議会で毎年行っている懇

談会でございます。 

期日ですが、１１月２２日金曜日で、会場は伊那公民館です。 

日程等につきましては、午後１時３０分開始で、まず全体の講演がありまして、講演のテーマ

は資料のとおりで７０分、それから、分散会としてグループ懇談で、各会場に分かれまして１時

間ほど行っていただく内容です。 

参加につきましては、委員さん方にも御出席いただきたいということでありますのでお願いし

ます。 

○倉田教育総務係長 １１月１１日月曜日までに宮澤か私のほうまで出欠も含めた報告をお願

いします。 

当日は、子ども課の前の駐車場に１２時４５分に集合していただいて一緒に会場に向かいます。 

○木下委員 公民館の事業や社会教育課の行事に特化した内容なので、ぜひ早めに資料をいただ

いて、勉強をしていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○赤羽教育次長 去年は部活動の地域移行についてでした。勉強会ではないけれども、資料を出

して見ていただいたと思います。 

○本多教育長 上伊那社会教育関係者懇談会について御質問等はありますか。よろしいでしょう

か。 

 

（２）令和６年度ホッケー普及イベントの開催について 

○本多教育長 それでは、次に令和６年度ホッケー普及イベントの開催について、お願いします。 

○木下社会教育課長 それでは、最終の９ページにチラシがございますけれども、１１月２日の

土曜日に、芸人のロッチ中岡さんが日本ホッケー協会のホッケーアンバサダーということで活動

をしておられますけれども、調整をして、このような日程で来ていただけるということになりま

した。 

小学生から中学生まで学校にチラシを配布し、募集をかけたところ、初日に定員に達しました。

小学校１年生～４年生、５年生～中学生、各３０名ずつとなっておりますけれども、現在３３名

で、急にキャンセルされる方もいるかもしれないので３名くらい多めに見てあります。 

予定では午後１時４５分からふるさとの丘アルプスドームで行うという形で、今詳細を詰めて

準備をしているところでございます。 

見学で委員さん方にお越しいただけるようであれば大変うれしいと思いますので、お時間、御

都合がつきましたらお越しいただければと思います。 



- 7 - 

以上であります。 

○本多教育長 山田委員さん、イベントについて何かありますか。 

○山田委員 当日、私はスタッフで、教えるほうで会場におりますので、もし委員さん方がいらっ

しゃれば、一緒にホッケー体験、御紹介させていただきたいと思いますので、お願いします。ぜ

ひお越しください。 

○本多教育長 ロッチ中岡さんの息遣いを感じられるのは３０名前後だけれども、その周辺で見

ていてもいいですか。 

○木下社会教育課長 はい。体験をやっている最中は子どもたちだけになると思いますけれども、

周りで見ていただいたりすることは結構であります。 

○本多教育長 私は行けず残念ですが、ぜひやっていただければと思います。 

○木下社会教育課長 もし来年度も機会があれば来ていただければと考えています。 

○本多教育長 よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 

８ 閉会 

○本多教育長 以上で今日予定した全ては終了でよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○本多教育長 それでは、以上で令和６年教育委員会第１２回定例会を閉会といたします。 

ありがとうございました。 

午後２時３５分 閉会 
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